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 て簡単に却下されてしまう、という事も少なくはないという。上記で挙げた様々な取り組みが根付
 かない理由についても、同様のメカニズムがその根底にあることが予想される。そこで本報告では、
 これまでセクショナリズムと呼ばれてきたこの「縦割りの圧力」というものが、行政組織の組織過
 程において何故発生するのか、そして如何なるメカニズムのもとで発生し、拡大していくのかとい
 う点について、考察していくことをその目的とする。
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 2.法と制度の視点からの議論'
 我が国の行政組織におけるセクショナリズムに関する議論は、辻(1969)がその後の行政学に大
 きな影響を与えたとされる「日本官僚制の研究」の序において、日本官僚制に内在するとされる
 .「統治構造における割拠性と支配形態における特権性」というテーマを出して以来、様々な論者に
 よって、様々な議論が展開されてきた(村松1994、本田1994、山田1993など)。これらの議論では
 若干の視点の違いはあるものの、総括すれば以下のような議論が展開されている。まずセクショナ
 リズムとは、予算や管轄の「縄張り争い」に見られるような、「官僚制病理現象に極めて顕著な自
 己の所掌事務中心の考え方と行動の現象」(本照前掲書P,77)と定義される。そして、この現象
 は藩閥政治に始まる省庁別のセクショナリズムの伝統、省庁別の人事制度、権限や管轄を統一的に
 定める法の不在、そして、各セクションの権限についての設置法や事務分掌条例における「…に関
 すること」という曖昧な線引きなどを原因として、形成され助長されてきているとする。村松
 (1994)も、セクショナリズムは人事や予算編成の手続きの中に制度化されているという議論を展
 開している。しかし、行政学一般でのセクショナリズムに関する議論には、次の批判が可能である
 ように思われる。それは、セクショナリズムを形成する要因として伝統と法制度を挙げ、主として
 法制度を論点としての議論が展開されているが、はたして法と制度だけで説明できるのかという批
 判である。そこで本報告では、古川(1990)が述べる「セミハードな構造」や、「ソフトな構造」
 に光を当てる事で、冒頭で提起した問に対する答えを求めたいと考える。
 3.組織文化論の視点
 組織文化のここ数年の研究を見ると、組織文化の定義一つとっても「職員の組織へのコミットメ
 ントや行動の基本的な決定要因となるもので、価値観や信念など」(Driscoll&Morris2001)と
 いう定義や「グループや組織のメンバーによる価値創造の動的・集団的プロセスにおける創造物」
 (Silvesteret.a11999)という考え方などが示されている。我が国の組織文化の研究においても.
 大月(!989)などは、組織文化の概念について述べる場合にほぼ共通して指摘されるのは、基本的
 に組織メンバーによって共有された価値、信念、規範、知識などであり、研究者間にもある程度の
 コンセンサスができつつあると述べている。
 また河野(1994)によれば、各部門の仕事の違いやグループの価値観の違いから、「部門文化」
 とも呼ぶべき、部門やグループで共有された価値観や意思決定パターン、そして行動パターンが発
 生するとしている。さらにHogg&Terry(2000)によれば、組織の構成員は、個々人が抱える主
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 のそれぞれの部門の「内部」では合理的と考えられ、部門内部のメンバーに守られている部門文化
 が、それぞれの部門のメンバーの行動の指針となっていると考えられる。以上のような考察から、
 そのような部門文化に基づく行動が、他部門の職員の別の部門文化に基づく行動と齟齬をきたす場
 合ないしは一致しない場合、自覚的かつ意図された結果としての部門間コンフリクトと、無自覚的
 かっ意図せざる結果としての部門聞コンフリクトと、二つの部門問コンフリクトのどちらが顕在化
 するかはその時々によって異なるであろうが、セクショナリズムは部門間コンフリクトとして顕在
 化すると考えた。
 以上のような考察から、本報告では次のような理論的仮説を提示する。すなわち、「部門文化の
 部門間の相違が、セクショナリズムと部門間コンフリクトの原因となる」という仮説命題である。
 つまり、それぞれの部門には、それぞれの与えられた仕事やその仕事の組織内での位置づけなどか
 ら、「ソフトな構造」たる独自の文化が形成されてくると考えられる。このそれぞれの部門ごとの
 文化が、部門ごとの価値基準や行動指針などの「セミハードな構造」として、機能するようになっ
 てくる。その結果として、例えば複数の部門が共同で対処すべき課題が発生した場合に、その課題
 に対する認識の仕方や解決を要すると考えられる問題の探索の仕方も当然に異なってくる。この時、
 それぞれが提案する解決案なども当然のように異なり、部門間の調整が必要となるのだと考えられ
 る。もちろん、調整が必要な事態を、即セクショナリズムや部門間コンフリクトと考えるのは適切
 ではない。また、調整が必要な事態が発生してから、実際に部門間コンフリクトに到るまでには、
 各部門ではいくつもの意思決定が行われていると考えられ、調整一つとっても様々な調整の仕方と
 それに対する各部門の反応がある。しかしながら、あくまでセクショナリズムや部門間コンフリク
 トの発端はどこにあるのかと害う意味では、この部門文化の相違、言い換えれば潜在的に対立構造
 を持ちうるような部門文化間のあり方というものが、一つの大きな原因となっていると考えられる。
 本報告では最後に、以上の理論的仮説について、ある二つの県庁における組織改編の事例を分析
 の材料として、その実証可能性について探る。
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 ともなっており、セクショナリズム形成において重要な基盤となっているのではないかという仮説
 を提示する。
 その上で、菊池氏は、3章以降において、豊富な実証研究(M県庁における参与観察、47都道
 府県庁・12政令市における意識調査、丁県土整備部道路課での組織改変事例等)を展開し、地方行
 政組織における部門文化のセクショナリズムの関係について検討した。その結果、例えば、丁県土
 整備部道路課の事例などでは～私物管理的な部門文化を色濃く有する農政部門と公物管理的な部門
 文化を色濃く有する土木部門との間でのタスクの捉え方の違いやそのことに起因するタスクヘのコ
 ミットメントの違いなどが明らかになったという。そして、以上のような事例研究を通して、地方
 行政組織においては、部門ごとの部門文化が部門間コンフリクトの重要な基盤となっており、セク
 ショナリズムの形成要因として機能していると結論づけている。本論文は、組織文化の概念設定や、
 部門間コンフリクトの類型化を議論している部分で、やや論旨に曖昧さが見られ、実証研究部分の
 記述も若干体系性を欠いている印象を受ける。しかし、菊地氏の論文は、大筋では・自己の新しい
 仮説を提示して論証がなされている点、とりわけ行政組織という調査研究を行いにくい研究領域に
 おいて、豊富な事例研究を行っている点は、評価できるように思われる。特に、地方行政組織にお
 ける異なる部署の統合事例に注目することで、普段は、当然のこととして意識されていない部門文
 化が顕在化してくる局面を浮き彫りにした点は、着眼点の良さを感じさせる。今後は、セクショナ
 リズム研究において、部門間でのコンフリクトといった視点だけでなく、行政組織のステークホル
 ダーである住民・市民といった視点からの問題把握も含めて、基礎自治体でのセクショナリズムの
 ケースも積極的に取り.上げて(本論文では、県レベルの事例が大半を占めていた)調査研究を遂行
 してくことが期待される。
 また、今回の博士論文において、菊地氏は、一方で組織論に関わる豊富な理論研究を行い、他方
 で、積極的なフィールドワークとサーベイ調査も展開しており、理論と現象を相互に照らし合わせ
 つつ、地道に思考を積み重ねていく研究態度も望ましい。今後、自立した研究者として、自らの研
 究を大いに向上させていくことが期待できる。以上のような諸点を勘案し、菊地彰氏の論文を、課
 程博士論文(経済学)として合格とする。
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